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 元旦に能登半島で発生した巨大地震は、その被害の規模、復興の困難さから激甚災害に認定され、

今もなお、先行きの見えない不安と、家族・親戚を失った悲しみから現実を受け入れられない方々が

たくさんいらっしゃることを思うととても心が痛みます。災害地では、私たち人間にとって、強制で

きることではないものの、「不可欠で大切な尊い行い」を多くの方々が行っています。テレビのインタ

ビューでは、阪神淡路大震災を経験し、同様に被災された男性の方が「今度は自分たちが支える番」

と話していました。阪神淡路大震災は震災から２９年、また、関東大震災からは１００年の月日が経

ちました。情報の入手が簡単な時代ですから、詳しく知りたい、興味のある方は、それぞれの震災が

どのようなものであったのか、各自で調べてみてください。 

「不可欠で大切な尊い行い」を無償で行っている方がたくさんいらっしゃる一方、とても残念で、

怒りに近い感情を抱く内容もたくさん報道されています。倒壊した家屋から金品を盗む、修理業者を

装い高額な請求をする、支援を謳い個人情報を不正入手するなどのニュースです。このような犯罪行

為に、過去同様な災害で「尊い行い」を知った人は絶対に携わっていない！と強く信じたいと思いま

す。「不可欠で大切な尊い行い」は、どのようにして育まれるのでしょうか。学校・家庭・地域で子供

たちを支え、見守る大人にできることは何でしょうか。今回の能登半島で発生した震災のために、錦

台中学校では、社会福祉委員会の生徒が中心となり、募金活動を行い、少しでも支援の輪を広めよう

と活動しています。その活動の様子はまさに、「不可欠で大切な尊い行い」であると思います。どのよ

うな関わり方であれ、純であたたかい心をもつ子どもたちに、先人たちからの教え（不可欠で大切な

尊い行い）を学校・家庭・地域が協力して継承していくことができたのなら、子どもたちの未来にも

多くの希望が残せると自分は思っています。 

話が変わりますが、3月 12日には、卒業式が挙行されます。小学校への入学から 9年。3年生にとっ

て義務教育最後の日を迎えます。きっと、あっという間の 9年間だったのではないかと思います。中学

校という小さな社会ですが、学校という社会の中で学んだことを大切にしてくださいね。皆さんの心に

は、「不可欠で大切な尊い行い」を実践する、「目に見えない力」があります。その力を発揮する時は、

必ずやってきます。大きな社会の中で、視野を広げながら、できる限り多くの人とともに楽しい人生を

切り開いてください。 
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